
2016年7月13日　発行 1頁川崎大師ロータリークラブ　週報　第1号

第2100回（本年度　第1回）例会　平成28年7月6日　－晴－

例会日：毎週水曜日　ＰＭ１２:３０～例会日：毎週水曜日　ＰＭ１２:３０～
例会場：大本山川崎大師平間寺信徒会館例会場：大本山川崎大師平間寺信徒会館
事務局：事務局：〒210-0812　〒210-0812　神奈川県川崎市川崎区東門前1-15-10　カーサ石井1F神奈川県川崎市川崎区東門前1-15-10　カーサ石井1F
Tel.044-277-7569 Fax.044-288-8550Tel.044-277-7569 Fax.044-288-8550
URL http://www.kawasakidaishi-rc.com/　　E-mail:daisi-rc＠eagle.ocn.ne.jpURL http://www.kawasakidaishi-rc.com/　　E-mail:daisi-rc＠eagle.ocn.ne.jp

例会日：毎週水曜日　ＰＭ１２:３０～
例会場：大本山川崎大師平間寺信徒会館
事務局：〒210-0812　神奈川県川崎市川崎区東門前1-15-10　カーサ石井1F
Tel.044-277-7569 Fax.044-288-8550
URL http://www.kawasakidaishi-rc.com/　　E-mail:daisi-rc＠eagle.ocn.ne.jp

会　長会　長
副会長副会長
幹　事幹　事
ＳＡＡＳＡＡ

牛山　裕子牛山　裕子
須山　文夫須山　文夫
水口　　衛水口　　衛
松本　和晃松本　和晃

会　長
副会長
幹　事
ＳＡＡ

牛山　裕子
須山　文夫
水口　　衛
松本　和晃

2016-17年度
国際ロータリーのテーマ 川崎大師ロータリークラブ　週報川崎大師ロータリークラブ　週報川崎大師ロータリークラブ　週報

2016-17年度 国際ロータリー第2590地区人類に奉仕するロータリーROTARY SERVING HUMANITY

●司　会　　松本　和晃ＳＡＡ

●槌の引渡し　　竹田　正和直前会長

●点　鐘　　牛山　裕子会長

●斉　唱　　「国歌斉唱」「奉仕の理想」

　　　　　　　　　　　　　伊藤　佳子ソングリーダー

　

近隣ロータリークラブのご紹介　　　　牛山　裕子会長

第2590地区第一グループ　ガバナー補佐 戸村　正房様

川崎南ロータリークラブ　　　　会長　山内　耕三様

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　惠崎　和則様

川崎幸ロータリークラブ　　　　会長　山野　英二様

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　野本　　忠様

川崎中央ロータリークラブ　　　会長　後藤　雅晴様

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　石川三枝子様

川崎マリーンロータリークラブ　会長　安本　好勝様

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　小枝　義夫様

来訪ロータリアン紹介　　　　　中村　　孝親睦委員長

横浜南央ＲＣ　田中誉士夫殿

神奈川ＲＣ　　橋田　章　殿

感謝状および記念品の贈呈　　　　　　牛山　裕子会長

　竹田直前会長、矢野前副会長、須山前幹事
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御挨拶　　　　第2590地区第一グループ　ガバナー補佐 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸村　正房様

今年度第1グループのガバナー補佐を務めさせていただ

く戸村です。

改めてこの一年宜しくお願いします。

今日は新年度の第一例会ということでご挨拶にうかがい

ました。

本年がこのように盛大にスタートしたこと心からお喜び

申し上げますとともに、牛山会長、水口幹事、須山副会

長には本日の例会、心からお喜び申し上げます。

今日は年頭ということもあり今年の役割、意義について

話をさせていただきます。今年度はロータリーにとっ

て、クラブにとっても重要な年になると思います。これ

は今月のロータリーの友にも関係している内容です。

ジョンジャームＲＩ会長は人類に奉仕するロータリーを

テーマとして世界中で救済や支援を待つ人々へ奉仕の手

を差し伸べようと提唱しています。その最大の目標はも

ちろんポリオ撲滅ですがそれに続く大きな改善目標とし

て停滞するロータリーの会員規模にあるというふうに述

べています。

これは高良ガバナーが提唱する地区の基本方針であるク

ラブの魅力作りと活性化につながるテーマでもありま

す。そしてジョンジャームＲＩ会長はこれは現在ロータ

リアンである私たちの責任ですとのべ、さらにはクラブ

はいつも食事中心でした。これまではこれでうまくいっ

てました。しかし社会は変わりました。と述べていま

す。

私たちは今クラブの現状に満足しているのでしょうか？

ロータリーの哲学は世の中に普及浸透しているのでしょ

うか。

入会資格のある人が入会できる環境は整っているのでし

ょうか。

そのような多くの課題を投げかけられていると思いま

す。

もちろんそんなことはないという反論もあると思います

し、現に素晴らしいクラブ運営をしているクラブもたく

さんありますがこれが今世界の現状となっているわけで

あります。

その中で今年4月2016年の規定審議会は終わりました。

最大の狙いは柔軟性です。

クラブに大幅な裁量権を与えることであります。これは

誰でも入会できるというのではなく逆に入会資格を、ロ

ータリーの教養資格を身につけた方と厳しく規定を加え

た上での大幅な規制緩和の内容です。いずれにしてもク

ラブは今年度クラブの定款、細則を修正しなければなり

ません。もちろんこの現状のまま定款・細則を修正する

こともできます。

しかし、どのようなクラブを目指すか変えざるところは

どこか？変えるところはどこか真剣に考えるときがきて

いるのではないかと思います。高良ガバナーもロータリ

ーの原点を大切に現状を分析しクラブも参考にしながら

クラブの新たな長期目標を設定することを積極的に奨励

しています。そのためにＤＤＰを見直し支援策も用意し

ています。

私たちは今、次世代に向けた自分たちのロータリークラ

ブを目指してまた、ロータリー　

のためにもこの１年間もう一度自らのクラブを見つめる

絶好の時期にきているのではないかと思います。牛山会

長の今年度のテーマは家族あってこそロータリー！です

家族を大切にし家族の理解があってこそ奉仕の世界が支

援できると述べております。

実践にむけて多くの目標のひとつにクラブ力の向上をあ

げて１年間かけクラブを楽しみましょうと提しています。

牛山会長ほどロータリーを真摯に考える、ロータリーの

発展を願う強い決意の表れではないかと思われます。こ

の目標に向けてこの１年会員の皆様の理解と協力のもと、

牛山会長を盛り上げ人類に奉仕するロータリーを実践し

てほしいと思っております。
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私もガバナー補佐として微力ながら最善を尽くして参り

ます。

川崎大師ＲＣさんのこれからのますますの発展とこの一

年間が素晴らしい年になりますよう願いましてご挨拶に

かえさせていただきます。本日は誠におめでとうござい

ました。

　　　　　　　　　　　川崎南ＲＣ会長　山内　耕三様

本日、私大師線に乗っておりましたら牛山大先輩からス

ピーチ頼むねといわれ一生懸命喫茶店で書いてきました。

本日は牛山丸の出航並びに三役の方、理事の方、またこ

のクラブの皆さんの新年度のスタート本当におめでとう

ございます。

我がクラブ川崎南ＲＣと川崎大師ＲＣは１９７３年２月

２４日以来川崎東ＲＣとして創立されて以来４３年間に

わたりよい関係を持たせていただいております。

今後とも末永く宜しくお願いします。

小職は米山記念奨学会の地区に３年ほど出向しておりま

した。

牛山会長とは３年間本当に懇意にしていただいています。

今年度もしつこく誘われましたが、会長年度なのでよろ

しくおねがいしますとずっと固辞をしてきました。そう

したら牛山会長は今年度も増進委員長としてお残りにな

ると素晴らしいなと敬服しております。

クラブでのバックアップサポートがすごくいいと、だか

ら両立ができます。

こうお話をされておりました。このようなメンバーがそ

ろっている川崎大師ＲＣですので、牛山丸も順調に航海

をして来年帰航することと存じます。

この１年間お互いに、また何かのプロジェクトができる

かもしくは会員増強の情報交換とかができればと思って

おります。宜しくお願いします。

簡単ではございますがこの１年間宜しくお願いします。

乾　杯　　　　　　　　　　　　　竹田　正和直前会長

牛山年度スタートを祝して

今日は戸村ガバナー補佐はじめ近隣クラブの皆様、表敬

訪問ありがとうございました。

１年間私が乾杯要員としてこれが最初の仕事になります。

牛山丸の無事航海を祈念して、ここにおられる近隣クラ

ブの発展と近隣クラブの会長、幹事様の健康と私たち川

崎大師ＲＣの発展と会員の健康を祈念して乾杯でご唱和

願います。
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出席報告　　　　　　　　　　　石渡　利治出席委員長

2100回

2098回
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５８
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４８

３１

２０

２１

２８

会員数 対象者 出　席 欠　席 出席率

前々回の修正　メークアップ 名13 68.71

59.61

41.66

％

％

％

修正出席率

会長報告　　　　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

・箕田直前ガバナーから直前会長　竹田会長、直前幹事

　須山幹事へのお礼状が届いております。

・高良明ガバナーから私宛　ご指導書と解釈いたしまし

たが届いております。

内容につきましては先ほど戸村ガバナー補佐がおっしゃ

った内容ですが、皆様に回覧をさせていただきます

・７月４日　月曜日に地区役員委員会全体会議がソシア

２１でございました。

うちのクラブからは出席義務者が６名でした。今年度の

地区の活動方針について協議をいたしました。

幹事報告　　　　　　　　　　　　　　　水口　衛幹事

今年度１年間幹事をつとめさせていただきます水口でご

ざいます。

一年間よろしくお願いします。

幹事報告８点ございます。

・地区よりロータリーレートの変更がありました

　７月のロータリーレートは１ドル１０２円です

・各クラブ、近隣のクラブから例会変更がきています。

入り口受付のところのボードに掲示

・ロータリーの会員証をポスティング

・マンスリーレター、ロータリーの友をポスティング

・ローターアクト2015－16年度の年間活動報告書　回覧

・カモノハシプロジェクトの村田様より年次報告書が届

いております　回覧

・かわさき　いのちの電話から冊子が届いています。

　回覧

・本日、第1回理事会がございます。出席義務者の方は

地下会議室に１３時４５分にお集まりください。宜しく

お願いします。

メイクアップ

林　　　鶴、炭谷　博功、横山　俊夫、渡辺冨士夫

矢野　清久、石渡　勝朗、秦　　琢二、坂東　保則

竹内　祥晴、出井　宏樹、猪狩　佳亮、黒澤　　穣

木村　秀文　各会員
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スマイルレポート（ニコニコボックス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　須山　文夫副会長

副会長の須山でございます。一年間よろしくお願いしま

す。

第一グループガバナー補佐　戸村　正房様

新年度の門出を祝し表敬訪問に参りました。貴クラブの

活躍を祈念いたします。

川崎南ＲＣ　　山内　耕三会長

　　　　　　　惠崎　和則幹事

本日は、表敬訪問に参りました。本日は宜しくお願いい

たします。牛山丸の無事な航海と川崎大師ロータリーク

ラブさんの益々なるご発展をお祈り申し上げます。牛山

会長・水口幹事、７月５日に表敬訪問いただき、どうも

ありがとうございました。

川崎幸ＲＣ　山野　英二会長

　　　　　　野本　　忠幹事

本日は川崎大師ロータリークラブの第一例会に表敬訪問

として伺いました。

牛山会長、水口幹事、そしてクラブの皆様、一年間、ど

うぞよろしくお願い致します。

川崎中央ＲＣ　後藤　雅晴会長

　　　　　　　石川三枝子幹事

牛山丸の出航を祝し、また、私ら中央の兄貴分の貴クラ

ブのますますのご発展を祈念しております。今後のご指

導をよろしくお願いします。

川崎マリーンＲ　安本　好勝会長

　　　　　　　　小枝　義夫幹事

本日は表敬訪問に参りました。

貴クラブのご隆盛を心より祈念申し上げます。

一年間宜しくお願い申し上げます。

横浜南央ＲＣ　田中誉士夫殿

牛山丸の出航をお祝いして

神奈川ＲＣ　橋田　章殿

牛山新会長年度のスタートをお祝いにまいりました。

磯田　　稔会員

牛山年度頑張って下さい。

遠藤悦弘会員

①牛山丸の出航を祝して。

②女房に誕生祝いのきれいな花を、ありがとうございま

した。

金澤康治会員

牛山年度いよいよスタートです。がんばりましょう。

中村眞治会員

１．戸村ガバナー補佐をお迎えして牛山丸の船出をヨロ

シクお願いします。

２．市民大会応援の内田、猪狩会員の奥様方有難うござ

いました。

野澤隆幸会員

牛山会長年度の活動に期待いたします。そして、そのス

タートを祝します。

細谷重徳会員

牛山丸の航海出航お目出とう。一年間お願い致します。

渡辺冨士夫会員

牛山丸の出航を祝してクラブ全員で協力して行きましょ

う。

竹中裕彦会員

１．今期が、すばらしい年になります様に

２．戸村ＡＧ、１年間ご指導お願い致します。

竹田正和直前会長

・近隣クラブの会長、幹事の皆様、表敬訪問ありがとう

ございます。

・事務局コーヒー代（直前年度）の余りをニコニコしま

す。

・牛山丸の無事、航海を祈念いたします。

岩井茂次会員

①戸村ガバナー補佐はじめ、近隣クラブの会長・幹事の

皆様、ようこそお越しくださいました。

②母校・法政二高　バスケットボール部が神奈川県大会

に優勝して、８月に広島インターハイに出場します。ヘ

ッドコーチは鈴木幹さんのご子息です！
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水口　衛会員

・本日、お越しの近隣クラブ会長・幹事の皆様、そして

第１グループガバナー補佐　戸村様　ようこそ大師へ

・今年度一年間、宜しくお願いいたします。

牛山裕子会長

2016～17年度第1例会は通算2100回目の例会に当たりま

す。

本日は、戸村正房（トムラ　マサフサ）ガバナー補佐、

川崎南、川崎幸、川崎中央、

川崎マリーン各クラブの会員さま幹事様には、お忙しい

中、私共の例会へご臨席頂き、ありがとうございます。

前米山奨学金、増進委員長、橋田章様、ようこそお出ま

し下さいました。

クラブの皆さんには、通算２１４５回目の例会（牛山年

度最後の例会です）をロータリーの奉仕を実践した充実

感と喜びで迎えられます様、務めさせていただきます。

１年間、ご協力よろしくお願い致します。

田中誉士夫様、ようこそ、私共の例会をお楽しみ下さい

ませ。

本日のニコニコのテーマ

「牛山丸の出航を祝して」

松本　和晃、坂東　保則、中村　　孝、白石　浩司

石渡　利治、鈴木　昇二、鈴木　幹久、松井　昭三

布川二三夫、岩井　茂次、島岡　栄基、寺尾　　巌

石渡　勝朗、大藪　善一、伊藤　佳子、宮沢　和徳

出井　宏樹　　各会員

　　　　　　　　　　　　　　合計　１３３，１８３円

就任挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水口　衛幹事

今年１年間幹事を務めさせて頂く水口です。

改めまして１年間どうぞ宜しくお願いします。

約一年前牛山会長から副会長の依頼が電話でありました。

ちょうど、そのときインフルエンザで熱でうなされてお

り自分がどうしたのか覚えておらず後日お手紙が届きま

した。快く引き受けていただきありがとうございました

と書いてありました。

あ、おれ受けちゃったのかなという感じでした。今年に

入りクラブ奉仕委員長を副会長がやることになっている

ので各委員長にお願いにまわりクラブ奉仕委員会を１年

間やっていこうという中で１ヶ月半前、５月の中旬過ぎ

に幹事になる要請がありました。

私、副会長の準備は何だったのだろうという感じだった

のですが、1ヶ月半で幹事の仕事を少しずついろいろな

方に聞いて覚えてきましたが、まだ幹事になったという

気にはなっていません。

今年で11年目になるんですが、幹事を2度依頼されまし

た。その2度とも断ってきましたが、こんな形で幹事を

受けることになるとは思ってもいなかったので、その時

に受けておけば良かったと今、少し反省しております。

どうしても仕事の関係上7月が一番忙しい時期で、仕事

の途中抜け出て、この表敬訪問があるというのが大変だ

ったのでお受けしなかったのもある部分ですが、やって

みればなんとかできるのかなという風に今は感じていま

す。

須山副会長にもせっかく一年幹事をやって終わったとこ

ろで私の代わりに副会長をお願いするような形になって

しまい申し訳ないと思っています。

ですから１年間まだ幹事の仕事がよくわかっていないの

ですがなんとか期首資料も作ることができましたのでこ

の一年自分なりに会長のサポートができるよう頑張って

いきますので会員の皆様のご協力のほど、よろしくお願

いします。

以上で幹事の就任挨拶といたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

牛山でございます。おもてからの方々は川崎大師ロータ

リークラブいったいどうなっているの？って思ってらっ

しゃいませんか。

大丈夫ですか。なんとか、最後良ければすべてよしとい

う考えで割とやったことありません、わかりません、と

おっしゃいますがしっかりとやってくれる人たちが多い

クラブですので私は安心しながら１年間会長をやらせて

いただけるのではないかと思います。実は私４４代目の

川崎大師ロータリークラブの会長です。

すでに３月に活動方針を述べさせて頂きましたので、改

めて何を申し上げようと考えたところ戸村ガバナー補佐

がおっしゃっているとんでもない議定審議会の決定報告

書、本当にクラブ力がなければ生き残っていけないので

はないかと思います。私、すでに３月に皆様にお願いを

申し上げましたがここで改めてプラスでお願いをします。

挨拶なのでさっと行きたいのですがまだ１５分ほどあり

ますからこのうちの１０分を使ってお願いをしたいと思

います。

私はもともとこの地区では横浜ベイロータリークラブが

スポンサークラブであった。会長、幹事、副会長をやっ

ておりました。直前がバナーの箕田さんなどに非常にし

ごかれました。ですからロータリーというのはどうある

べきかという私の考え方はたぶん横浜クラブ流なんだと

思います。
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ですが、川崎大師ロータリークラブで１０年やらせてい

ただき本当にいざとなったら何でもできてしまうクラブ

があるのだと、無計画では決してないです。たぶんちゃ

んと計画を練っているんでしょうけどできてしまうクラ

ブがあるんだということを実感しながらこの１年間やら

せていただこうと思っております。

本日が2100回目の通算例会、節目の例会で非常に私はラ

ッキーなスタートをさせていただけるのかなと思います。

今年の重点目標、3月に申し上げた以外のことをいくつ

か加えさせて頂きたいと思います。

ジョン・Ｆ・ジャーム会長は「人類に奉仕するロータリ

ー」と提唱されています。当地区のガバナーは「クラブ

の魅力作りと活性化」です。私は「家族あってのロータ

リー！」家族を大切にしない方が何でロータリー活動が

できますかというのがあります。まず皆様の単位は家族

と考えロータリー活動していただきたいと思います。

「ほうれんそう」と申しますがこれがなかなかできない

です。これはクラブで何をお願いしたいかというと

①奉仕活動では担当理事が主幹委員会の両方をすべてキ

ャッチしてください、各委員会は最低2ヶ月に1回は委員

会を開いて下さい。

②委員長一人で活動計画を決めないでください。委員会

で相談して下さい。各委員はご自分で責任を持てる範囲

で奉仕活動に参加して下さい。

③数は力です。

このクラブは私が入会した頃100人以上の会員がいまし

た。この会場いっぱいでどうにもならない位すごい会員

がいました。

今、いい言葉でいえば本当にロータリーをできる方が淘

汰され残ってらっしゃると思います。ですが、議定審議

会の報告書を読みますとクラブの人数ではっきりと差別

化されていくのではないかということが思われます。

日時：平成２８年７月２０日㈬は

　　　通常例会です。

　　　「第1回クラブ協議会」です。

小林　勇次／秦　琢二／沼田　直輝
クラブ
会　報
委員会

少なくとも最低50人、できれば60人以上のクラブでない

と奉仕活動をやっていけないと思いますので20年先を見

据えて川崎大師ロータリークラブが生き残っていくため

には家族あってこそロータリーで、皆様がご自分のご家

族、お子様方がロータリアンになれるようにしましょう。

それからご自分の事業所の方々が将来経営者になったと

きにロータリアンになれるように今からロータリー活動

に興味を持っていただけるようにおすすめ下さい。

特に親睦活動をする時や地域的な奉仕活動の時には皆さ

ん、家族を巻き込んで一緒にやりましょうそうすると地

域も巻き込めると思います。

④将来のロータリアンを育成するためには地元の若い方

たち、たぶんロータリーに関係のない、私共のクラブは

インターアクトもない、ローターアクトもお休みをして

いる、これをなんとかして復活させたいと思います。

年配の方々はこのこと「奉仕の川崎大師ロータリークラ

ブ」違いますか？皆様。地元でしっかり奉仕をする、奉

仕の大師ロータリークラブでこれは絶対に実践をしてい

きたいと思いますし、残念ながら私が地元が横浜の伊勢

左木町です。横浜でそれなりにわかります。何がどうな

っているのか、経済界がどう動いているのかわかります。

私がこのクラブに入れていただいた理由、ロータリーは

地元なんです、地元に奉仕するのがロータリー、私はま

ちづくりをやっているので川崎の御大師様のまちづくり

はどうなっているのか、はじめはとても興味がありまし

た。会員の坂東さんにはいろいろとまちづくりのことで

お世話になり、川崎市役所の方もご紹介いただきました。

そういう風にして何らかの関わりがあり奉仕活動という

のは点が線になり、線が面になって広がっていくと思い

ます。川崎大師が発信した奉仕活動がたとえば第１グル

ープの皆様に一緒にやってみましょうかといわれ、大き

くなる、またほかのクラブがなさっている奉仕活動をご

一緒にやらせていただく、で大きな活動ができてしっか

りとグローバル補助金を使えるようになるのではないか

と、しっかりと資金を使いながら奉仕の川崎大師ロータ

リークラブ、もう一度みなさんとご一緒にまき直しをし

たいと思います。いかがでしょうか？

今年１年間皆様のお力添えがなければ、ご尽力がなけれ

ばやっていけません。

どうぞ宜しくお願い致します。ありがとうございました。

●点　鐘　　牛山　裕子会長
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●点　鐘　　竹田　正和会長

地区へ出られた鈴木幹久さんはじめ地区委員会に所属さ
れた皆様には本当にお疲れ様でございました。
大師の底力を身をもって体験されたのではないかと思い
ます。私はそう自負しております。
本日は野渡さん最後までのお付き合いありがとうござい
ました。

以上をもってこの年度の例会を閉会したいと思います。


